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平成２６年度事業報告 

 

１．会議に関する事項 

（１）通常総会 

① 平成２６年 ６月２９日 富山県富山市 富山国際会議場において開催 

（２）定例理事会 

① 平成２６年 ５月 ９日 大阪府大阪市 大阪市立総合生涯学習センターにおいて開催 

② 平成２６年 ６月２９日 富山県富山市 富山国際会議場において開催 

③ 平成２６年１２月１０日 大阪府大阪市 大阪リバーサイドホテルにおいて開催 

（３）東西合同常任幹事会 

① 平成２６年 ６月２９日 富山県富山市 富山国際会議場において開催 

② 平成２６年１２月１０日 大阪府大阪市 大阪リバーサイドホテルにおいて開催 

（４）月例常任幹事会 

大阪、東京においては、６、１２月を除く毎月、九州では随時これを開催している。 

 

２．会員並びに役員、常任幹事に関する事項 

平成２７年 ３月３１日現在 

正会員数 団体 ３０８社 

 個人 ６１名 

相 談 役  １名 

顧  問  ８名 

理  事  ２０名 

監  事  ２名 

常任幹事  １２１名 

 

３．事業に関する事項 

（１）第３８回全日本川柳２０１４年富山大会の開催 

（イ）日 時 平成２６年 ６月２９日（日） 

（ロ）場 所 富山県富山市 富山国際会議場 

（ハ）参加者 事前投句者（一般）  １８００名 

  事前投句者（ｼﾞｭﾆｱ） １２００４名 

  当日出席者（一般）   ６２７名 

（２）１０年以上大会連続出席者に対して表彰の件 

１０回連続大会参加者 齊藤 哲夫・辻  敬子・辻  晩穂・松浦美恵子・渡辺 松風 

 加藤 星花・鈴木さくら・田原せいけん・渡辺 幸士 

１５回大会連続参加者 荻原美和子・本田 智彦 

マスコミ柳壇の指導を１０年以上行った者 酒井 路也・石川 三昌・平山 繁夫 

８０歳以上の功労者顕彰 成田 孤舟・中沢久仁夫・會田規世児・住田英比古・竹森 雀舎 

協会運営に貢献のあった方 佐々木文子 

第７回川柳文学賞（正賞） 松田ていこ 

第７回川柳文学賞（準賞） やまでゑみ 

第７回川柳文学賞（奨励賞） 倉間しおり 

（３）第２９回国民文化祭・あきた２０１４の開催 

川柳大会・ホテルサンルーラル大潟（平成２６年１０月１９日） 

事前投句者 小・中学生の部 ９８５８名 

 高校生・一般の部 １９９０名 

当日参加者  ４３２名 盛大に行なわれた。 
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（４）ＮＨＫ学園・太平記の里その他、全国柳社より申請を受けた大会に後援をし、 

関係各柳誌に発表した。 

京都番傘川柳会創立85年記念川柳大会 ー同人合同句集「三十六峰」発刊ー 

第30回国民文化祭かごしま2015プレ川柳大会・平成26年度「道路ふれあい月間」推進標語 

平成26年北海道知事賞授賞 北海道川柳大会・創立85周年記念 2014ふあうすと川柳大会 

第15回生駒市民川柳大会・第23回能美川柳大会・入谷朝顔市協賛 朝顔川柳句会 

全日本川柳鳥取大会記念第14回春はくろぼこ川柳大会・第85回京浜川柳大会 

竜ヶ崎市制60年記念 竜ヶ崎市民川柳大会・やまと番傘川柳社創立65周年記念川柳大会 

第10回読売防犯川柳コンテスト・第10回高校生川柳コンクール・第20回富山県川柳大会 

創立57周年第25回時の川柳交歓川柳大会・第10回沖縄県川柳大会・平成26年柳都全国川柳大会 

平成26年度噴煙「九州・沖縄」川柳大会・第22回和歌山県川柳大会・第49回千葉県川柳大会 

土浦市文化祭「6回市民川柳大会」・東京みなと番傘川柳会創立50周年記念大会 

ふくい県民総合文化祭 ふれあいフェスティバル開催事業 福井県川柳大会 

同人・会員合同句集「あすなろ」第Ⅷ集発刊記念川柳大会・第11回熊本県川柳協会川柳大会 

第8回山口県総合芸術文化祭 第62回山口県川柳大会・番傘みどり川柳会50周年記念川柳大会 

第48回静岡県川柳大会 平成26年度静岡県川柳誌上競吟大会 

第114回中部地区川柳大会・第66回西日本川柳大会・第56回南信州川柳大会 

第21回松戸川柳大会・足立川柳大会・第28回ＮＨＫ学園全国川柳大会 

第20回川柳塔まつり 川柳雑誌・川柳塔90周年記念川柳大会・第3回福岡県川柳大会 

第38回鳥取県川柳大会・第115回中部地区誌上川柳大会・第56回豊中市民川柳大会 

 

（５）平成柳多留第１８集刊行 

 

（６）新規事業に関する事項 

・暗合句システム 

前年度より取り組んでいた暗合句検索システムについて平成２６年度６月より日川協ホー

ムページからも検索できるようにしました。検索の対象は、過去の日川協全国大会の入選句、

柳多留誌上大会の入選句を中心に約８万句をデーターベース化したものです。 

・電子出版事業 

自分史である川柳句集をもっと簡便に出したいという要望に応えたいという思いと、川柳を

知らない若い世代の方にもっと川柳を知って貰いたいという思いから 句集の電子出版事

業の取組みを開始しました。（電子出版した句集はインターネットのアマゾンのサイトでい

つでもどこからでも、どなたにでも購入して頂くことができます。） 

平成２６年度の実績としては４冊を発行することが出来ました。 

以  上 

 


